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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 

 

 

 

染色体数が異常を来たした状態である DNA aneuploidyは発癌や悪性腫瘍の発育と密接

に関係している。染色体が正常に分裂しない場合に細胞分裂の間に aneuploidy が起こる。

Aurora キナーゼ (Aurora-A と Aurora-B と Aurora-C)は正常な細胞分裂に関与し、細胞

分裂に特異的な抗癌剤に対する分子標的候補である。 

申請者らは胃癌 110 症例のホルマリン固定パラフィン包埋標本を用いた免疫組織化学染

色にて Aurora-A と Aurora-B の発現を解析した。また同じサンプルを使用して DNA 

ploidy、TP53遺伝子の突然変異とマイクロサテライト不安定性も解析した。 

その結果、Aurora-Aと Aurora-Bの核での発現は、正常胃粘膜上皮と比較して癌部で上

昇していた。Aurora-B高発現は aneuploidy および TP53 遺伝子突然変異と相関関係を認

めたが、マイクロサテライト不安定性とは相関関係を認めなかった。Aurora-Bとは対照的

に、Aurora-A の発現は DNA aneuploidy とマイクロサテライト不安定性のどちらとも相

関関係を認めなかった。これに加え、Aurora-Aおよび Aurora-Bの発現の強さと臨床転帰

や予後とは相関関係を認めなかった。 

以上の結果より Aurora-Aと違い、Aurora-Bの過剰発現が染色体不安定性を促進するこ

とにより、胃癌における DNA aneuploidyと関与することが示唆された。 

 

以上の結果はこの方面の研究に知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文に

ついての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各

調査委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々の質

問を行ったがいずれについても適切な回答を得た。 

 

よって調査委員会合議の結果、試験は合格と決定した。 

 


